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保津川筏流しの聞き取りレポート①   
                亀岡ＦＳ研究員 河原林洋
 



























































１．日時 ：平成 21 年 2 月 27 日（金）16:00-19:00 


































農山村の将来をどう描くのか？    
生存基盤科学研究ユニット 鈴木玲治 
 
約 40 年前から既に日本で認識され始めていた農山
村の過疎化は、今や大きな社会問題となっている。65
歳以上の人口比が 50%以上となる、いわゆる限界集落
は急増し、日本人の衣食住を支えてきた農山村の伝統
的生業とその基盤となる生態資源は危機に瀕してい
る。食物自給率がカロリーベースで 40%に満たない日
本の生存基盤は、長期的には非常に不安定であり、衰
退しつつある第一次産業の見直しが急務といえる。 
話は変わるが、私は 8 年程前からミャンマー・バゴ
ー山地の村落で調査研究を行っている。そこでは、タ
ケの再生をうまく活用した焼畑耕作が営まれ、村人は
日常生活に必要なだけの糧を森や川から得て暮らして
いる。弱者を支える相互扶助の精神も根強く、孤独死
するような老人はいない。ここには、現代の日本で失
われつつある人と自然、人と人との密接な繋がりが生
きている。しかしながら、このような自給的生活を営
む村人に経済的な余裕はほとんどなく、村には電気や
水道もない。また、病院は村から 40km 以上も離れた町
にしかなく、マラリヤなどを患っても治療を受けられ
る人は少ない。ミャンマーの農山村での生活にある種
の憧憬を抱く自分がいるのは確かだが、自身がそこに
永住するような覚悟はない。 
日本の農山村における伝統的生業の重要性や魅力を
訴えることは容易いが、都市部に生活の基盤をもつ外
部者が、農山村の魅力のみを訴えても重みや説得力は
生まれない。農山村の将来像を描くには、まず、そこ
に生きる当事者たちが何を考え、どのような問題に直
面し、何を目指しているかを十分に理解することから
始める必要があると思う。 
疲れ、田舎での生活を指向する人たちも少なからず
いる。世界的な金融危機の影響を受け、都市部には
仕事や住居を失った人々が溢れかえっている現状
を鑑みれば、農山村の重要性はますます高まってい
くと思う。それ故、伝統的生業と生態資源が失われ
てしまう前に、その継承を繋ぐ架け橋となりたいと
思うのである。  
当プロジェクトの活動は、亀岡・守山・朽木にあ
る 3つのフィールドステーション（FS）を中心に行
われている。亀岡 FS では、筏をシンボルとした流
域の人・山・川・町のつながりの再構築を試みてお
り、かつて丹波山地で切り出した材木を京の都へと
運んだ保津川の筏流し復活のため、元筏士の方々の
指導の下、昨年 9月に筏を組んで保津川を下った。
元筏士達は既に 80 歳を超えており、彼らの知識・
経験を継承するために残された時間は長くはない。
守山 FS では、外来魚が猛威を振るう琵琶湖で生息
数が激減し、食卓にのぼる機会がめっきり減ってし
まった琵琶湖の在来魚を用い、地元の漁師の協力の
下、ナレズシ漬け込みの体験会を行っている。地元
漁師との交流を通じ、近江の伝統的な食文化を学び
ながら、在来魚を食べること、さらには外来魚を食
べることの意味を考えている。朽木 FS では、火入
れと共にあったかつての山野の暮らしを再現する
ため、カヤ株移植によるカヤダイラの復元を試みて
いる。また、奥山の渓流を活用した水力発電システ
ムを構築し、火と水のエネルギーの活用による、伝
統的生業と現代の技術を組み合わせた新たな生業
基盤の確立を目指している。 
都市生活を営み、大学に勤務し、研究を生業とす
る私に、日本の農山村がかつての活気を取り戻すた
めにどのような貢献ができるのか、明確な答えはま
だない。しかしながら、地域に根ざして力強く生き
る人たちと共に汗を流し、議論を交わし、お互いの
立場の違いを超えた理解が生まれた先に、その答え
がみえてくるのではないかと思う。 
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